










訓練日時：令和２年７月10日（金）13:05～15:30
実施場所：おおみやコミュニティセンター（一般避難所）

大宮公民館（体調不良者用避難所）
参 加 者 ：市職員42名、県職員８名、住民11名

研修20名（警察，他自治体）、メディア８名
訓練概要：受付・体調確認後、結果に応じた案内・誘導訓練

特 徴
 避難者の対応要領（各避難所における避難者の体調チェック、受付、

避難者受付フローによる避難スペースへの案内等）に特化した訓練
 住民が参加したことで、住民の意見を反映した検証ができた
 一般用避難所と体調不良者用避難所を別個の施設に設置し、避難者

の感染防止及び不安解消を図った
教訓と課題
 防護関連資器材，避難所レイアウトの事前準備の必要性を認識
 収容可能人数の減少により、分散避難の必要性を認識
 避難所運営職員や保健師等の不足
今後の展開
 県と連携した訓練の実施
 不足する防護関連資器材の購入
 分散避難の広報や自助・共助の促進

発熱者等専用避難所

一般避難所の様子

避難者（住民）受入れ

茨城県常陸大宮市

 避難所として、２つの公共施設を「一般用避難所」と「体調不良者用避難所」として準備し、受
付で体調別に避難所を割り振る手順などを確認しています

 住民に参加してもらい、住民目線の意見を取り入れています
 他自治体の職員が訓練に参加し、情報共有を行っています
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訓練方法を工夫して感染症対策について行政職員等のスキルアップを図った訓練



訓練日時：令和２年11月15日（日）9:00～12:00
実施場所：和歌山県立海南高等学校
参 加 者 ：海南市職員96人、和歌山県職員６人
訓練概要：PPE研修、避難者受入訓練、情報通信訓練、生活ルール策定訓練

物資受入・配布訓練、食料配布訓練、資機材設置訓練
保健・衛生・救護訓練、ペット同行避難者への対応訓練
在宅避難者への対応訓練、車両避難者への対応訓練 等

特 徴
 発災直後（フェーズⅠ）、発災24時間後（フェーズⅡ）、

発災３日後（フェーズⅢ）の３部構成
 在宅避難者宅を保健師チームが訪問し、健康状態の確認を

実施
 医療救護所の設置訓練
教訓と課題
 パーティションは、プライバシー保護としても必要
 避難所で濃厚接触者を発生させないようなルール設定と環境

整備が重要
 自主防災組織、自治会、住民と行政の役割分担を検討すべき
 ガウンが必要な場面と不要な場面を予め決めた方が良い
今後の展開
 すべての避難所に保健師を配置することはできないので、次

回の訓練までに感染症対策マニュアルを作成し、保健師以外
の職員でも対応できるようにする予定

ＰＰＥ研修の様子

医療救護所設営

パーティション設置の様子

車両避難

和歌山県海南市

 「津波防災の日」を契機とする総合的な訓練の中で、県と市が連携し、避難所運営における課題等を
具体的に確認しています

 ＰＰＥ（個人用防護具）研修や感染症対策に有効なパーティション設置訓練などを行っています
 発災直後、発災24時間後、発災3日後の３部構成の実際を見据えた訓練を行っています
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訓練方法を工夫して感染症対策について行政職員等のスキルアップを図った訓練



訓練日時：令和２年９月３日（木）13:30～16:30
実施場所：目黒区総合庁舎２階 大会議室
参 加 者 ：区職員
訓練概要：避難所用屋内型テント、段ボールベッド等の資機材の展示・組立

デモンストレーション、個人用防護具の着装

特 徴
 フェイスガードや屋内型テント・段ボールベッドなど新たに

配備した資機材を用いてデモンストレーションをすることに
より新たな避難所運営のあり方を職員間で共有

 デモンストレーションの様子を動画撮影し、今後の地域の防
災訓練などで活用

教訓と課題
 避難所によっては、専用スペースや別の動線確保が難しい
 避難所運営に携わる住民の感染症に対する不安感の解消

今後の展開
 感染者等専用施設（民間も含む）の確保
 防護服など感染症対策物品の充実

避難所用屋内型テントの説明

避難者受付の様子

資機材組立動画の視聴

東京都目黒区

 フェイスガード、屋内型テント、段ボールベッドなど感染症対策として新たに配備した資機材を用い
てデモンストレーションを行っています

 コロナ禍の避難所運営を想定し、参加者の検温、手指消毒を行っています
 デモンストレーションの様子を動画撮影し、今後の地域の防災訓練などで活用予定となっています
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訓練方法を工夫して感染症対策について行政職員等のスキルアップを図った訓練



訓練日時：令和２年７月３日（金）13:30～４日（土）6:30
実施場所：由利本荘総合防災公園（ナイスアリーナ）
参 加 者 ：防災担当、施設管理担当職員、指定管理業者 17名
訓練概要：避難所開設運営訓練（日没後開設、実際に宿泊）

市役所本庁災害対策本部（仮）との情報伝達

 避難所の三密対策として有効なパーティションや段ボールベッドの設置について、市の避難所開設
要員が体験し、その内容を確認しています

 設置した段ボールベッドに宿泊し夜間における避難所生活の課題や改善点の抽出等を行っています
 指定管理者も訓練に参加し、訓練の結果を協定に反映させています

特 徴
 夜間に避難所を開設し、避難者を受付・誘導
 実際に宿泊して、避難所生活の課題や改善点等を抽出
 指定管理者に参加してもらい、訓練結果を協定内容に反映
教訓と課題
 避難所内設備及び備品の情報共有
 避難所開設・運営訓練における宿泊体験は段ボールベッド等の安

全性・快適性及び生活ルールの検証に有効
 パーティションや段ボールベッドなど多数設置するものは、誰で

も組み立てられるよう写真付きのマニュアルなどがあると良い
 施設側と自主防災組織との関係推進
 定期的な訓練の実施
今後の展開
 開館時の施設来館者を対象とした訓練
 自主防災組織と連携した訓練
 冬季積雪下での避難所開設・運営訓練

夜間受付訓練

宿泊体験

市職員が段ボールベッドの設置・宿泊を行った訓練
秋田県由利本荘市
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訓練方法を工夫して感染症対策について行政職員等のスキルアップを図った訓練



訓練日時：令和２年11月４日（火）10:00～11:30
実施場所：白幡神社（避難場所）

銚子市勤労コミュニティセンター（仮想避難所）
参 加 者 ：市職員、警察、ガス組合、消防団、住民等：計130名
訓練概要：避難場所への避難、避難場所から避難所への誘導

避難所での受付～誘導

特 徴
 避難場所から避難所への誘導について、町内会・消防団・警察署により、

避難者誘導を実施
 避難場所には発熱者や妊婦、寝たきりの人に扮した住民もいて、消防団

員らが介助
 発熱者対応者を１名専任とし、対応者も隔離・非接触を心掛けた
教訓と課題
 コロナ禍での避難所開設は、感染症対策用品や受付の増設によって、

人的にも時間的にも負担が大きい
 運営人員の確保（感染症対策により運営に必要な人員が増加）
 感染症対策物品の充実
 体調不良者や要配慮者の動線確保
今後の展開
 避難者の動線確保や感染症対策用品の準備などをスムーズに行うため

に継続的な訓練を行う

避難所での様子

消防団員による負傷者運び出しの様子

町内会等による避難所への誘導の様子

千葉県銚子市

 災害（津波）発生後、避難場所に集合し、そこから避難所にソーシャルディスタンスに意識しながら
避難者を誘導して避難所を開設するまでの一連の手続きを確認しています

 感染症対策として、発熱者対応者を専任として配置し、隔離及び非接触にて対応することなどを訓練
しています
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訓練方法を工夫して感染症対策について行政職員等のスキルアップを図った訓練



訓練日時：令和２年８月23日
実施場所：市役所、指定避難所42箇所
参 加 者 ：市職員、自主防災組織、防災士協議会等の
訓練概要：避難所開設キット（感染症対策を含む）を使用した避難所開設

訓練、ＩＰ無線・ドローン等を使用した本部との連携訓練
要配慮者の移送（スクリーニング）訓練
外国人対応訓練（通訳翻訳ボランティア訓練）

特 徴
 「避難所開設キット」（※）を使用した訓練

※避難所開設に必要な手順書や掲示物、様式をコンテナに収め
たもの

 ドローンを使用して避難所映像を災対本部へ伝送
教訓と課題
 受付時の記入項目の精査、記入スペースの設置
 パーティションや段ボールベットの備蓄スペース不足
 ドローン映像はリアルタイムで確認でき有効であるが経費が掛か

る
今後の展開
 今回の訓練で修正された手順書に沿った訓練を実施予定
 全指定避難所に避難所開設キットを配備して訓練実施予定

避難所開設キット

本部運営状況及びドローンのリアルタイム映像

外国人対応 避難所運営

埼玉県上尾市

 災害対策本部事務局と避難所をＩＰ無線・ドローン等を使用し、中継することで訓練場所の分散化を
実現しています

 あらかじめ準備している感染症対策を盛り込んだ「避難所開設キット」を活用して訓練しており、実
際の災害時に速やかに避難所が開設できるよう取り組まれています
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デジタル技術等を活用して効率的な感染症対策を進めた訓練



訓練日時：令和２年７月29日（水）13:30～15:30
実施場所：志木市立志木小学校
参 加 者 ：町内会、民生委員・児童委員、志木市職員：計76名
訓練概要：訓練参加者健康状態確認訓練、避難者受付割振訓練

資機材設置・避難所環境整備訓練、防護服等着用訓練

特 徴
 WEB上で分かる避難所混雑状況等発信システムを導入した
 地域住民等と連携してパーティション設置や、代替品とし

てマルチシートを使用した間仕切り等作成訓練
 濃厚接触者等の対応として、防護服着用訓練
 新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金を活用

し、パーティション等を備蓄した
 避難所開設職員を増員、指定緊急避難場所の増設や民間施

設（ホテル）等との災害時応援協定を締結した
教訓と課題
 コロナ禍における指定緊急避難場所の不足
 感染症対策物品の不足
 第１受付第２受付において、対応方法が不明確だったこと

から、受付割振におけるマニュアルの整備
 避難者の分散避難の推奨
今後の展開
 受付割振におけるマニュアルを整備したので、今後訓練等

を行いマニュアルの検証を行う
防護服等着用の様子

マルチシートの活用パーティション設置

避難所受付の様子

混雑状況システム

埼玉県志木市

 「避難所混雑状況等発信システム」を活用し、Ｗｅｂ上で避難所の混雑状況が分かるようにしていま
す

 避難者同士の間隔保持の方法としてパーティションの設置を訓練したほか、パーティションが不足し
た場合の代替としてマルチシートの活用についても訓練しています
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デジタル技術等を活用して効率的な感染症対策を進めた訓練
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